
公益財団法人日本スポーツ協会（以下、JSPO）
公益社団法人全日本アーチェリー連盟（以下、全ア連）

都道府県ア協(連)、及びその傘下の市区町村ア協(連)、学校部活動（全日学連を含
む）及び地域スポーツクラブ・スポーツ少年団において、コーチングスタッフとして，基
礎的な知識・技能（３級審判資格取得）に基づき，安全で効果的な活動を提供できる
指導者を養成する。

対象者の発育・発達に応じ様々な運動経験を通し、スポーツに必要な身体作りと動き
作り、あわせて基礎的なアーチェリーの技術の指導にあたる。都道府県協会（連盟）
傘下のチームの監督・コーチとして選手の育成指導にあたる。

受講年度の4月1日現在満20歳以上で、アーチェリー経験5年以上の全ア連会員登録
者であること。

共通科目 共通科目Ⅰ（45h）

専門科目 アーチェリー専門科目（20h）　※別紙カリキュラム表参照

共通科目 共通科目Ⅰ：15,400円（税込）※別途リファレンスブック代

専門科目 専門科目：15,400円（税込）※実施団体の事情等によって異なる場合があります。

※共通科目Ⅰの免除申請については、JSPO「受講の手引き」を参照

共通科目 別に定める共通科目実施要領に基づきJSPOが実施する

専門科目

■講習会
JSPO指定の共通科目の履修、及び都道府県アーチェリー協会(連盟)が主管する専
門科目講習会への全日程に参加のこと。
■検定試験
専門科目の全日程参加者を対象に、全ア連指導者育成委員会が実施する。
■審査
全ア連指導者育成委員会において、専門科目の全日程修了の確認、及び検定試験
の結果により、専門科目の修了者をJSPOに報告する。
■免除要件
本講習会については、免除措置等は行わない。

基本登録料：10,000円

資格別登録料：7,000 円

初期登録手数料（初回登録時のみ）：3,300円

資格有効期限の6か月前までに、最低１回は、全ア連が定める研修会又はJSPO(都
道府県スポーツ協会が実施する研修会を含む)が実施する(認める)研修を受けなけ
ればならない。なお、更新登録時の要件として、全ア連登録を課す方向で調整中。

役割
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2023年４月１日現在

№ 科目 集合 その他 計
① アーチェリーの歴史と特性 0.00 h 1.00 h 1.00 h
② ライフステージに応じたコーチング 0.00 h 2.00 h 2.00 h
③ 競技規則の遵守(フェアプレー精神の涵養) 1.50 h 0.00 h 1.50 h
④ 指導法（一貫指導と普及活動） 1.50 h 1.00 h 2.50 h
⑤ コーチングにおけるリスクマネジメント 1.50 h 0.00 h 1.50 h

4.50 h 4.00 h 8.50 h
① コミュニケーションスキル(アイスブレイク含む) 1.00 h 0.00 h 1.00 h
② 怪我の予防(トレーニング、ウォームアップ・クールダウン) 1.50 h 0.00 h 1.50 h
③ 救急救命講習(AED使用方法、熱中症対策を含む） 2.00 h 0.00 h 2.00 h
④ 弓具のチューニングの基本と選択 1.50 h 0.00 h 1.50 h

6.00 h 0.00 h 6.00 h

① 安全指導（アーチェリー事故の撲滅とその実践） 1.50 h 1.00 h 2.50 h

② 初心者（初級者）に対する指導法と問題点 2.00 h 1.00 h 3.00 h

3.50 h 2.00 h 5.50 h

14.00 h 6.00 h 20.00 h

①
 種目の特性に応じた

基礎理論

小　計

②
 実技

小　計

③
 指導実習

小　計
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